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α-(BEDT-TTF)2I3 (α-I3)は代表的な二次元有機導体であり、135 K 以下で反転対称性の破れた電

荷秩序相（CO相）へ転移することが知られている。我々は、CO相においてフェムト秒レー

ザー光を照射すると、複数の鋭いピークを持つ狭帯域テラヘルツ電磁波が発生すること、さ

らに、発生したテラヘルツ電磁波を利用することで、非線形伝導状態における伝導パスの可

視化が可能であることを報告してきた [1]。この研究では、透過配置において実験を行ってい

る。α-I3のテラヘルツ帯には、赤外活性な分子振動ピークが多数現れることが報告されている 

[2]。その結果、透過配置の測定では、対応する分子振動による吸収の効果により正確なテラ

ヘルツ電磁波放射スペクトルが得られていない可能性がある。本研究では、新たに反射配置

でテラヘルツ電磁波を検出する光学系を構築し、吸収の効果を受けない正確なテラヘルツ電

磁波放射スペクトルを決定した。α-I3 結晶の b 軸方向に偏光したフェムト秒レーザーパルス

（パルス幅 100 fs, 中心波長 800 nm, 繰り返し周波数 80 MHz, 照射光強度 0.001 mJ/cm2）を照

射したところ、放射されたテラヘルツ電磁波の電場波形には、約 60 ps続く振動構造が観測さ

れた。この振動構造は、テラヘルツ帯に存在にする赤外活性分子振動に関係している。この

結果から、狭帯域のテラヘルツ電磁波の発生は、分子のコヒーレント振動に由来することが

明らかとなった。 
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